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討議資料

参議院議員

●昭和35年11月20日、北見市生まれ
●北海道立北見柏陽高等学校卒業

 北海学園大学工学部土木工学科卒業
    北海商科大学大学院商学研究科修士課程修了
●大学卒業後、家業の建設業に8年間従事
●北見市議会議員 平成3年より 1期
●北海道議会議員 平成7年より 5期連続
●衆議院議員 2期目 ●財務大臣政務官 令和2-3年
●参議院議員 令和4年7月 初当選
●総務大臣政務官令和5年-6年

【現 在】
●参議院
財政金融委員会筆頭理事
デジタル社会の形成及び人工知能の活用等に関する特別委員会筆頭理事
予算委員会委員/ 政治改革に関する特別委員会委員
●自民党  

 水産部会長/鳥獣被害対策特別委員会幹事/物流調査会幹事他
●自民党道連 副会長/ヒグマ被害対策本部長
【主な経歴】
●財務大臣政務官 ●総務大臣政務官
●参議院

 農林水産委員会理事/総務委員会委員/国会基本政策委員会委員
●自民党
農林水産関係団体委員会副委員長/地方組織・議員総局次長/厚生労働部会副部会長

●参議院自民党 国会対策委員会副委員長

【政治信条】 世のため人のため 【特 技】 トイレ掃除
【趣 味】 散歩・筋トレ 【好 物】 ジンギスカン・そば
【家 族】 妻・一男二女・孫4人（男の子1人・女の子3人）
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謹んで新春のお慶びを申し上げます。

旧年中は、自由民主党ならびに私の政治活動に対し、多大なるご支援とご協力を賜り、心より御礼申し上げま

す。日頃より温かくお支えいただいている皆様のお力添えが、私の活動の大きな原動力となっております。

昨年の参議院選挙では、厳しい情勢の中、道内選挙区において現職の高橋はるみ先生、岩本剛人先生が、ま

た比例代表では鈴木宗男先生、橋本聖子先生、東野秀樹先生が当選を果たすことができました。皆様の献身的

なご尽力の賜物であり、改めて深く感謝申し上げます。

私は現在、参議院財政金融委員会筆頭理事として重要案件の調整に携わるとともに、自民党政調水産部会長

として水産政策の課題解決に取り組んでおります。また、全国的な課題となっているクマ被害については、自民党

道連ヒグマ被害対策本部長として、現地視察や関係団体・関係省庁との意見交換を重ね、対策の前進に努めて

まいりました。本年も皆様のお力を胸に、現場の声を国政に届け、与えられた職責を全力で果たしてまいります。

皆様のご健勝とご多幸を心よりお祈り申し上げます。
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参議院総務委員会にて総務大臣政務官として答弁(3月)

12月の国会・北海道での活動

西町三町内会 2024❜
サマーフェスティバル 7月

日々の活動は
SNSで更新中！

参議院予算委員会 国民生活を守るための質疑

ヒグマ被害及び豪雨災害対策に関する申し入れ北方領土返還要求中央アピール行動

北方領土返還要求中央アピール行動

12月12日の予算委員会今回の質疑では、「強い経済」と「国民生活の

安心」の実現に向け、政府が取り組むべき課題を提起しました。冒頭で

は、青森県東方沖を震源とする地震に触れ、津波警報・注意報の対象

地域の表示が道民にとって分かりにくい点を指摘しました。これを受け、

高市総理がその場で指示を出し、迅速に表示方法が改善されるなど、

命を守る情報発信の重要性が改めて確認されました。経済対策では、

デフレ脱却を確かなものとするため、危機管理投資と成長投資を切れ目

なく進める必要性を訴えました。今回の補正予算は、景気の下振れを防

ぎ、国民生活を支える上で不可欠です。また、20年以上見直されていな

い社会的割引率など、公共事業評価の在り方を見直し、インフラ整備を

未来への投資として正当に評価すべきだと指摘しました。さらに、物価・

人件費高騰で厳しさを増す地域医療を守るため、診療報酬の実質

的な引き上げと補正予算による下支えの必要性を訴えました。こう

した議論を踏まえ、12月16日には令和7年度補正予算が成立し、

17日には第219臨時国会が閉会しました。

今後も、防災・減災対策や過疎地域の持続的発展に取り組み、

現場の声を国政に届けてまいります。

財務大臣への申し入れ

道連・水産資源総合対策本部 全体会議

ヒグマ被害及び豪雨災害対策に関する申し入れ
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